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鋸しい蕪.の夏の風格符 rf.oらまつり』

も4争当事で8園..今"'t..'J r.くさんのイ
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。匝包復元された朱雀門舗で隠金魚すくい

宿区どの普信がらのお庖やさ.ざま考証趣向を

こらはフリーマ寸ット刷叫んを酌

ています.

と e 日月12目白目前夜祭
8月13日出、14日固

ととる 平械京朱雀大路跡

日みん目白洲"'・

嗣僚のちょい制唱。摘んとM レ一同

JR奈良駅前~三集遇り~姐沢池析り遣し
マスコ，ト..ラクター
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